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蒲田東特別出張所管内

人

口

男 23,491名

女 22,026名

計 45,517名

世帯数 28,775世帯

令和３年７月１日現在

★発行

地域力推進

蒲田東地区委員会

★編集

地域情報紙「かまた東」

編集委員会

★事務局
蒲田東特別出張所

蒲田本町２－１－１

℡（５７１３)２００１

問題 １ 地震や集中豪雨などの災害で避

難する場合、蒲田東地区の避難所の収容人員

の合計は、住民の20％しかない。

答え 正しい

大田区地域防災計画

（令和3年部分修正版）

資料編によると、蒲田

東地区には蒲田小学校など７カ所の避難所が

あり、収容人員の合計は、10,080人（一人一

畳として計算）で、蒲田東地区に住む人は約

46,000人なので、4.6人に一人しか入れない

ことになります。コロナ禍で三密の対策を取

らなければならないので、実際にはこの半分

以下と思われます。避難所へ行く前に、在宅

避難や知り合いのところに避難する準備をし

ておきましょう。

問題 ２ 東日本大震災時に、岩手県大槌

町で亡くなった人のほとんどは、ハザードマッ

プで津波が来ないとされた地域の人だった。

答え 正しい

ハザードマップは、一定

条件に基づき算定された

ものです。マップで津波が来ないとされてい

ても、安心しないでください。想定を超える

こともあります。東日本大震災はそれを教え

てくれています。

問題 ３ 大田区では、地震や台風

などの時に、情報をメールで送信する

区民安全安心メールがありますが、送

信は間違った情報にならないように、

その都度職員が確認してから送信して

いる。

答え 誤り

情報は、自動的に配信されており、よ

り早く情報が流れますので、あなたも

登録してください。

・大田区区民安全安心メールの登録方法

問題 ４ 飲料水を一日当たり3L備

蓄した方が良いといわれていますが、

風呂やトイレなどを含めた生活用水は、

一日に100L使っている。

答え 誤り

一人一日300Lくらい使っ

ています。震災に備えて、飲料水以外

の水も用意しておきましょう。大田区

では、雨水を貯める水槽設置費用の助

成をしています。

・雨水貯留槽

設置助成制度

問題 ５ 昭和56年以前の建物は、無

料で耐震診断が受けられ、補修にも助成

金が出るが、建て替えには恩典はない。

答え 誤り

一定の要件を満たす場合、新築後新たに

課税される年度から3年度分、当該住宅

に係る固定資産税都市計画税額の全額が

免除されます。

問題 ６ 隣近所の人と仲良しになる

ことは、防災力を強くすることになる。

答え 正しい

阪神淡路大震災では、閉じ込められた人

の約80％が近くの人に助けられ、警察や

消防に助けられた人は20％しかいません。

災害の時の頼みになるのはご近所の人で

す。

問題 ７ 二年前に東京に上陸した台

風19号では、田園調布地域が浸水しまし

た。この時蒲田東地区内の「水害避難所」

は北蒲広場だけでしたが、現在は小中学

校７カ所が避難所に指定されている。

答え

正しい

当時、小中

学校に多く

の人が集まったという教訓を踏まえ、震

災時と同じように変更しました。ただし、

水災の場合は、２階以上に避難すること

となっています。

地震、集中豪雨にコロナ禍。私たちは、災

害を耳にしないことの無い日々を暮らすよう

になりました。防災は、答えを教えてもらう

のではなく、自分にあった方法を自分で考え、

行動しましょう。防災は、自分のこととして

考え、みんなで協力することが大切です。



街
を
歩
く蒲

田
一
丁
目
自
治
会

小
林

正
樹

五
十
過
ぎ
で
早
期
退
職
し
、
登
山

ガ
イ
ド
に
な
っ
た
。
実
は
前
も
っ
て

無
名
山
塾
に
入
り
、
本
格
的
な
登
山

の
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
た
の
だ
。

ロ
ー
プ
や
ピ
ッ
ケ
ル
が
必
要
な
登
山

は
生
命
保
険
の
免
責
事
項
な
の
で
、

二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
見
据
え
て
改
め
て
挑
戦

す
る
こ
と
に
し
た
。
も
と
も
と
縦
走

登
山
な
ど
を
仲
間
と
楽
し
ん
で
い
た

こ
と
も
あ
り
、
体
力
・
健
康
維
持
と

し
て
も
最
適
で
あ
る
。
し
か
し
今
は

コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
仕
事
は
し
て
い
な

い
。
そ
れ
で
も
登
山
ガ
イ
ド
と
し
て

の
基
礎
体
力
は
必
要
な
の
で
、
毎
日

か
な
り
の
距
離
を
歩
く
。
も
っ
ぱ
ら

大
田
区
内
の
名
所
旧
跡
を
中
心
に
訪

ね
歩
く
コ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
そ
れ

が
地
縁
の
無
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、

地
域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
以
上
な
い
日
課
に
な
っ
て
い
る
。

町
が
明
る
く
な
る
こ
の
花
を
植
え
た
い

本
蒲
田
一
丁
目
町
会

松
坂

俊
之

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
話
題
が
尽
き
な
い
昨
今
で

す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
一
呼
吸
。
町

が
明
る
く
な
る
私
の
好
き
な
植
物
の

お
話
を
。

ま
ず
は
シ
ナ
ミ
ザ
ク
ラ
で
す
。
以

前
の
勤
務
先
に
植
え
て
あ
っ
た
も
の

を
事
務
所
解
体
に
伴
い
持
ち
帰
り
、

ウ
チ
の
庭
に
植
え
て
十
年
。
今
で
は

千
個
以
上
の
真
紅
で
甘
く
可
愛
い
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
つ
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

花
も
実
も
楽
し
め
て
町
が
明
る
く
な

る
桜
に
成
長
し
ま
し
た
。
次
は
源
平

桃
。
一
つ
の
木
に
枝
垂
れ
て
赤
桃
白

に
絞
り
と
八
重
咲
き
の
花
が
圧
巻
で

す
。
以
前
、
蒲
田
一
郵
便
局
の
向
か

い
に
立
派
な
木
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
藤
で
す
。
家
に
藤
棚
を
作

り
藤
色
の
花
の
暖
簾
を
く
ぐ
る
の
が

夢
な
の
で
す
。

〝
自
治
会
大
ピ
ン
チ
〟

蒲
田
公
団
自
治
会岡

﨑

幸
夫

当
公
団
自
治
会
が
で
き
て
、
約
四

十
年
余
り
。
こ
れ
迄
確
か
六
名
の
会

長
が
当
公
団
並
び
に
地
域
住
民
の
為

に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
、
う
ち
四
名
が

会
長
在
任
中
に
ご
逝
去
、
二
名
が
転

居
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
昨
年

度
は
、
野
澤
前
会
長
と
二
名
の
部
長

が
ご
逝
去
さ
れ
、
自
治
会
の
運
営
が

一
挙
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
公
団

が
で
き
た
頃
は
、
環
八
脇
の
新
潟
鉄

工
の
跡
地
の
公
団
と
言
え
ば
、
殆
ど

の
方
が
ピ
ン
と
来
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
蒲
田
マ
ル
エ
ツ
の
前

と
か
蒲
田
陸
橋
の
所
と
い
っ
た
説
明

の
仕
方
を
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
も
高
齢
化
が
進
み
、
外
国
人

居
住
者
も
多
く
な
り
（
多
分
一
割
以

上
、
国
も
様
々
）
運
営
も
大
き
な
困

難
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
至
ら
ざ
る

所
は
、
ど
う
か
お
許
し
く
だ
さ
い
。

移
り
行
く
街
並

南
蒲
田
二
丁
目
町
内
会

田
中

宏
明

南
蒲
田
か
ら
高
度
成
長
期
を
支
え

た
中
規
模
の
工
場
が
撤
退
し
マ
ン
シ
ョ

ン
・
分
譲
住
宅
に
な
り
、
日
本
経
済

を
支
え
て
き
た
町
工
場
も
廃
業
・
縮

小
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
元
気

に
や
ら
れ
て
い
る
工
場
や
商
店
も
い
っ

ぱ
い
南
蒲
田
に
は
あ
り
ま
す
。
作
業

着
を
真
っ
黒
に
し
て
油
の
に
お
い
を

プ
ン
プ
ン
さ
せ
て
い
た
人
々
が
い
な

く
な
り
、
新
し
い
人
々
が
入
っ
て
き

て
、
ま
た
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
民
泊
の
建
物
、
乱
立
す
る
マ
ン

シ
ョ
ン
群
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
を

遂
げ
て
い
る
南
蒲
田
。
そ
ん
な
南
蒲

田
で
す
が
地
域
の
ふ
れ
あ
い
は
忘
れ

去
ら
れ
る
事
な
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ふ
と
空
を
見
上
げ
る
と
、
今
ま
で

見
え
て
た
空
の
範
囲
が
だ
ん
だ
ん
狭

く
見
え
て
き
た
の
は
、
気
の
せ
い
で

し
ょ
う
か
。

感
染
症
が
、
早
く
終
息
す
る
こ
と

を
、
心
か
ら
、
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

地
域
の
一
員
と
し
て

蒲
田
四
丁
目
町
会

川
上

由
香
里

蒲
田
に
住
ん
で
十
四
年
。
地
域
社

会
貢
献
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

消
防
団
・
保
護
司
・
町
会
等
で
、
救

命
法
指
導
、
火
災
予
防
運
動
、
更
生

保
護
観
察
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
、
防
災
訓
練
、
祭
礼
行
事
、
見
守

り
等
々
、
誇
り
と
や
り
甲
斐
を
も
っ

て
楽
し
く
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
よ
り
、

多
く
の
諸
行
事
が
中
止
と
な
り
、
様
々

な
制
約
の
あ
る
活
動
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
嘆
く
の

で
は
な
く
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
今
の
自
分
に
で
き
る

小
さ
な
こ
と
を
一
つ
一
つ
行
っ
て
お

り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら

れ
て
今
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
恩

返
し
の
気
持
ち
で
地
域
社
会
の
安
心
・

安
全
・
発
展
を
担
う
一
助
と
な
れ
た

ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
が
戻
る

こ
と
を
祈
り
つ
つ
。
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高齢化で自治会の神輿も出せなくなって久しい

蒲田四丁目の祭礼風景

鹿島槍山頂にて

シナミザクラ

変貌を遂げる南蒲田



ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

南
蒲
田
三
丁
目
町
会岡

本

愛

あ
る
日
曜
日
の
朝
、
会
館
前
に
リ

ヤ
カ
ー
を
囲
む
オ
レ
ン
ジ
集
団
が
い

た
。
環
境
美
化
部
の
皆
様
だ
。
毎
月

一
度
、
町
内
を
回
り
な
が
ら
道
の
ご

み
拾
い
を
す
る
部
活
動
だ
。
（
現
在

は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
不
定
期
）

誰
が
捨
て
た
か
、
わ
か
ら
な
い
沢

山
の
ご
み
を
集
め
る
部
活
動
。
町
会

を
キ
レ
イ
に
す
る
☆
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー

ロ
ー
達
の
平
均
年
齢
は
高
め
だ
が
、

使
命
感
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
事

に
感
謝
し
つ
つ
、
私
た
ち
も
、
ご
み

の
少
な
い
住
み
よ
い
街
を
作
り
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
ニ
ュ
ー
ス
に
思
う

蒲
田
本
町
一
丁
目
町
会

石
井

正
夫

夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
高
齢
者
施
設
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
と
か
、
○
日
ぶ

り
に
○
○
人
超
の
感
染
者
と
か
全
国

の
新
た
な
感
染
者
数
や
都
道
府
県
別

の
感
染
者
数
が
、
発
表
さ
れ
、
毎
日

感
染
者
は
減
ら
な
い
。

街
に
出
る
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
○
○

日
ま
で
休
業
と
張
り
紙
が
し
て
あ
る
。

そ
の
日
を
過
ぎ
た
ら
営
業
を
再
開
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
気
に
な
る
。
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
の
張
り
紙
も
多

い
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
・
う
が
い
・
手
洗
い
・
顔
ま
で

洗
っ
て
後
は
体
力
や
免
疫
力
を
つ
け

る
し
か
な
い
。

歯
を
洗
い
な
が
ら
、
か
か
と
落
と

し
を
し
た
り
、
風
呂
に
入
っ
た
時
に

ス
ク
ワ
ッ
ト
を
し
た
り
し
て
、
体
力

を
付
け
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
口
よ

り
鼻
か
ら
入
る
方
が
、
怖
い
の
で
体

力
を
付
け
肺
を
守
ろ
う
。
早
く
寝
て

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
だ
。

〇
〇
日
ま
で
の
休
業
期
間
を
終
え
て

営
業
が
再
開
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

毎
日
、
町
会
内
の
掲
示
板
貼
り
を
し

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
啓
発
事
業
に
参
加

蒲
田
二
丁
目
東
町
会

情
報
誌
編
集
グ
ル
ー
プ

二
回
目
の
一
都
三
県
緊
急
事
態
宣

言
発
令
（
令
和
三
年
一
月
八
日
～
三

月
二
十
一
日
）
中
に
会
長
か
ら
申
し

出
が
あ
り
、
東
京
都
か
ら
出
さ
れ
た

町
会
・
自
治
会
が
主
催
し
て
行
う

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
普
及
啓
発
事
業
」
に
参
加
し
て
、

町
会
に
暮
ら
す
人
に
感
染
予
防
・
感

染
防
止
対
策
を
意
識
し
た
行
動
を
お

願
い
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
の
内
容
は
、
必
須
と
な
っ

て
い
る
都
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ
及
び

シ
ー
ル
を
各
戸
に
配
布
し
て
周
知
す

る
こ
と
で
す
。
チ
ラ
シ
に
は
、
「
感

染
対
策
を
意
識
し
た
行
動
の
お
願
い
」

の
町
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
て
、

掲
示
板
へ
の
掲
示
も
含
め
て
行
い
ま

し
た
。

変
異
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
り
、

東
京
都
で
は
三
回
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
意
識
し

た
行
動
を
お
願
い
し
て
行
き
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
八
幡
さ
ま

京
浜
蒲
田
町
会加

藤

郁
夫

京
浜
蒲
田
で
幼
い
こ
ろ
を
過
ご
し

た
人
は
八
幡
さ
ま
の
境
内
で
か
く
れ

ん
ぼ
や
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
思
い
出
が

お
あ
り
で
し
ょ
う
。
土
塀
や
狛
犬
に

登
っ
て
先
代
の
宮
司
さ
ん
か
ら
叱
ら

れ
た
人
も
。
そ
の
蒲
田
八
幡
神
社
は

昨
年
、
白
木
造
り
の
美
し
い
社
務
所

が
完
成
し
、
長
き
に
渡
っ
た
改
修
事

業
が
完
了
し
ま
し
た
。

二
月
の
晴
れ
た
日
に
桃
色
に
輝
く

光
に
魅
か
れ
て
立
ち
寄
っ
て
み
る
と

何
と
梅
が
満
開
で
し
た
。
紅
白
だ
け

で
は
な
く
、
枝
ぶ
り
の
違
う
品
種
や

蕾
を
ま
ん
ま
る
に
膨
ら
ま
し
開
花
を

待
っ
て
い
る
木
も
あ
り
ま
し
た
。

か
つ
て
蒲
田
の
花
見
処
だ
っ
た
桜

は
惜
し
く
も
改
修
工
事
の
た
め
に
切

ら
れ
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

新
た
な
桜
も
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
季

節
の
変
わ
り
目
を
花
で
感
じ
ら
れ
る

境
内
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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部長の矢山さん 環境美化部の皆様

和菓子のアマビエ

蒲
田
東
地
区
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
。
四
月
に
蒲
田
東
特
別
出
張

所
、
所
長
に
着
任
し
ま
し
た
塚
本

と
申
し
ま
す
。
以
前
、
出
張
所
の

あ
る
蒲
田
地
域
庁
舎
で
の
勤
務
経

験
も
あ
り
、
蒲
田
東
地
区
と
の
縁

を
感
じ
て
い
る
と
同
時
に
、
ま
た

帰
っ
て
き
た
な
と
い
う
思
い
で
お

り
ま
す
。

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
地

域
で
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が
大
き

く
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
地
域
の
皆
様
に
は
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
地
域
力
の
向
上
に
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
た
な
か
で
、

こ
の
状
況
は
大
変
心
苦
し
い
限
り

で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
皆
様

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
今

で
き
る
こ
と
に
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
出
張
所
の
職
員

一
同
、
地
域
の
た
め
に
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

東京都が作成したチラシ

蒲田八幡神社の梅

塚本 靖章所長



新
町
会
長
紹
介
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「
私
の
町
」

東
蒲
田
二
丁
目
町
会
長

鈴
木

延
久

私
達
の
町
東
蒲
田
二
丁
目
町
会
は

キ
ネ
マ
通
り
商
店
街
に
面
し
た
所
で

す
。
昔
な
が
ら
の
町
で
私
道
も
多
く
、

車
も
入
れ
な
い
と
こ
ろ
も
有
り
、
木

造
の
家
が
多
い
町
で
す
。
し
か
し
こ

こ
数
年
マ
ン
シ
ョ
ン
等
ビ
ル
も
同
居

す
る
町
へ
と
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
私
ど
も
町
会
で
は
毎
月
「
町
内

の
様
子
」
な
る
「
町
会
だ
よ
り
」
を

発
行
し
回
覧
、
掲
示
板
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

主
な
町
会
活
動
と
し
て
、
一
月
の

「
新
春
の
つ
ど
い
」
か
ら
始
ま
り
、

「
東
海
道
七
福
神
巡
り
歩
こ
う
会
」
、

九
月
の
「
薭
田
神
社
の
例
大
祭
」
で

は
町
会
中
心
部
の
広
い
駐
車
場
が
御

神
酒
所
と
な
り
皆
で
賑
わ
い
、
十
月

に
は
七
十
五
歳
以
上
の
町
会
員
の
皆

さ
ん
と
小
学
校
の
体
育
館
を
お
借
り

し
て
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
を
盛
大
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
に
六
十

歳
以
上
で
入
会
の
で
き
る
老
人
会

「
百
寿
会
」
が
あ
り
ま
す
。
同
会
で

は
毎
週
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
、
そ
の
ほ

か
、
旅
行
、
講
演
会
、
座
談
会
等
色
々

な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
時
で
も
、
い
つ

災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

防
災
部
中
心
に
ミ
ニ
ポ
ン
プ
操
法
訓

練
、
ま
た
、
消
火
栓
、
街
路
灯
の
点

検
を
し
な
が
ら
町
内
を
巡
回
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
「
あ
り
が
と
う
、
い
つ
ま
で
も

此
処
に
住
ん
で
い
た
い
ね
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
、
う
れ
し
く
感
じ
る
瞬
間

が
度
々
あ
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
今
年
と
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

町
会
の
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
、

中
止
と
な
り
、
大
変
寂
し
く
、
心
苦

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
一
日
で
も
早
く
終
息
し
、

日
常
生
活
と
共
に
今
迄
の
活
動
が
で

き
る
こ
と
を
祈
り
、
次
の
世
代
へ
バ

ト
ン
を
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

協力 阿部 慶一（一面クイズ作成）、国際交流員 ベサニー カミングス（四面「蒲田東ぶらり名所めぐり番外編」執筆）（敬称略）

【訃報】編集員を務めて頂きました野澤 秀作様が２月３日に逝去されました。ここに謹んでお悔み申し上げます。

今
回
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令

に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
「
ぶ

ら
り
名
所
巡
り
」
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
代
わ
り
に
イ
ギ
リ
ス
と
日
本

の
違
い
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
は
日
本
と
の
違
い
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
街
の

雰
囲
気
で
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
電
線
や
電
柱
の
配

置
で
す
。

初
め
て
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
と
、
街

中
で
電
線
や
電
柱
が
見
当
た
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
「
あ
れ
？
電
線
が
な
い
？
」

と
、
び
っ
く
り
す
る
日
本
人
が
い
る

と
思
い
ま
す
。
実
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

電
線
は
、
日
本
と
違
い
、
地
中
に
隠

れ
て
い
る
の
が
一
般
的
な
の
で
す
。

最
近
は
、
日
本
で
も
、
災
害
時
に

倒
壊
し
た
電
柱
が
道
路
を
塞
い
で
し

ま
っ
た
り
、
風
景
の
邪
魔
に
な
っ
た

り
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
た
め
、

電
線
を
埋
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
や
工
事
の
大

変
さ
か
ら
、
ま
だ
地
上
に
設
置
さ
れ

て
い
る
の
が
普
通
で
す
。

私
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
見
て
い
た

ア
ニ
メ
な
ど
に
出
て
く
る
日
本
に
は
、

必
ず
道
路
な
ど
に
電
線
が
あ
っ
た
の

で
、
電
線
や
電
柱
が
あ
る
風
景
が
と

て
も
日
本
的
で
好
き
で
す
が
、
安
全

の
観
点
か
ら
無
電
柱
化
し
た
ほ
う
が

い
い
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
た

し
か
に
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
、

無
電
柱
化
す
る
こ
と
で
狭
い
歩
道
が

広
く
な
り
、
歩
道
に
あ
る
電
柱
を
避

け
る
た
め
に
道
路
に
飛
び
出
す
な
ど

の
危
険
な
行
動
も
な
く
な
る
た
め
、

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う

観
点
か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
そ
う

で
す
。

い
つ
か
将
来
、
無
電
柱
化
が
進
み
、

子
ど
も
の
頃
に
好
き
だ
っ
た
日
本
的

な
町
並
み
が
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う

と
少
し
寂
し
く
な
り
ま
す
が
、
日
本

の
街
が
よ
り
安
全
に
な
る
と
考
え
る

と
、
い
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
田
区
国
際
交
流
員

ベ
サ
ニ
ー

カ
ミ
ン
グ
ス

編
集
委
員
紹
介

編
集
委
員
長

山
崎

礼
子

副
編
集
委
員
長

杉
山

敬
次
郎

田
村

和
夫

阿
相

祐
太
郎

大
脇

多
恵

服
部

孝
介

上
澤

功
夫

笠
原

信
子

佐
藤

愼
一
郎

岡
本

愛

中
台

陽
一
郎

石
井

正
夫

高
田

和
男

小
倉

孝
子

鴨
井

従
雄

岡
﨑

幸
夫

塩
野

賢
一

遠
藤

末
子

加
藤

郁
夫

※
所
属
・
町
会
名
・
自
治
会
名
に
つ
い
て

は
次
号
記
載
し
ま
す
。
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蒲田公団自治会

岡﨑 幸夫会長 雲井 義信会長

蒲田二丁目東町会 南蒲田一丁目町会

渡邊 幹夫会長


